



京都大学 附置研究所 ・センター シンポジウム : 京都から
の提言-21世紀の日本を考える (第10回) 「活力ある未来の





































































































































































































































































































































































ラウータンは 40 年から長くて 50 年以上生
きる個体もいるんですけど、その中で 11年
ぐらい、寿命の差があるというんです。ヒト
が見て幸福そうかどうかという指標ですの
で、なかなかはかるのは難しいところもあり
ますけれども、このぐらい違いがあるということです。長時間の観察ではなくて、遺伝子
のほうからすぐに性格が予測できれば、その個体にあった、ストレスをなるべく減らすよ
うな飼育の仕方だとか、この個体とこの個体はちょっと相性が悪そうだから離して飼育し
ようとか、あるいはペアをつくるときに、この個体とこの個体の相性がよさそうだという
ような情報として役立つと考えています。
　このような性格の調査と遺伝子の関連解析は、ゴリラ、ボノボ、ニホンザル、犬、猫、
イルカ、レッサーパンダ、そしてイカでも個体差があるといわれているので、そういった
たくさんの動物種で行っています。
　なぜ性格の違いが生まれるかですが、この図は脳内の神経細胞の間の伝達をあらわして
います。ドーパミンとかセロトニンとかいった伝達物質が出てきて、受け取られて、そし
てこのトランスポーターという輸送たんぱく質がトンネルみたいなところを通って回収さ
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れて、分解されたり、また再利用されたりし
ます。
　このたんぱく質は遺伝子でできているの
で、遺伝子が違うと違ったたんぱく質ができ
て、そして機能が変わることになります。そ
うすると、同じ出来事があっても、ヒトによ
ってそのシグナルの伝わり方が違うので、そ
れが積み重なって性格の違いとして表われる
と考えられています。
　セロトニンのトランスポーター、輸送に関
わる遺伝子の違いを調べた研究がヒトであり
ました。遺伝子の長さが違うんですけど、長
いとトランスポーターがたくさんつくられる
んです。短いと少ししかつくられなくて、シ
グナルの伝わり方が変わってきます。そして、
短いヒトのほうが性格テストで不安の感じや
すさのスコアが、重なってはいますけど、少し大きいんですね。
　それをヒト以外の類人猿と比べてみますと、人の短いタイプ、長いタイプというのは、
このぐらいです。チンパンジー、ゴリラ、オラウータンと、どんどん長くなります。
　ということで、ヒトのほうが、もしかすると不安を感じやすいのかもしれないとも思い
ますし、それから、チンパンジーは差がなかったんですけど、ゴリラでこの３種類、オラ
ウータンでも３種類見つかっていますので、性格の個体差があれば、遺伝子のタイプとの
関連も調べることができそうなんです。
　チンパンジーではトランスポーターに差がなかったので、セロトニンに関係する別の遺
伝子も調べてみました。これは合成酵素の遺伝子です。チンパンジーはたくさんの個体で
性格を評価してもらって、この６つの要素についてスコアを出しました。不安の感じやす
さと知的欲求性、積極性、協調性、誠実性、優位性といったスコアです。
　そして、このセロトニンの合成酵素で１個アミノ酸が変わっている場所があって、アル
ギニンを持っているタイプとグルタミンを持っているタイプで比較すると、アルギニンを
持っているタイプのほうが不安を感じやすいということがわかってきました。
　これはモンキーセンターで糞のサンプルを取っているところなんですけど、糞をして向
こう側に行ったチンパンジーがすごく興味津々なのが見えます。我々がサンプル取ってい
るときに、これほど興味を持ってくれた動物は他にいなくて、やはりチンパンジーだなと
いう感じがしました。
　それから性格の研究が発展して、今、共感性の進化神経基盤という研究をたくさんの人
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たちと協力してやっています。この共感とは
相手の気持ちを思いやるということで、ヒト
にしかないんじゃないかといわれていたんで
すけども、実はほかの動物でも同じような行
動はたくさん見られるようなんです。この進
化的な背景を知ることによって、我々の社会
基盤としても共感性を詳しく知っていくこと
ができるんじゃないかと考えています。
　３つ目に、国際協力についてです。ガーナ
大と協力しているんですけれども、ガーナと
いえば、どんなイメージがありますでしょう
か、まずは、このチョコレートですね。日本
のチョコレートの原料になるカカオの 70％
はガーナ産なんです。これはカカオの実で、
この中の種を発酵させてチョコレートの原料
をつくっていきます。
　また、これは何の木でしょうか、これはシ
アバターの木なんです。保湿剤としてリップ
クリームとかハンドクリームとかにもよく入
っている植物性の油です。これもガーナでた
くさんとれます。
　ガーナはアフリカの、くびれているここの
部分にあるんです。人口が 2400 万、日本よ
り少ないんですけれども、10年間で 30％も
増えています。面積は日本の３分の２ぐらい。民族が 80以上もあります。公用語は英語
です。ガーナに住んでいる日本人は 350 人ぐらいしかいなんですけど、日本に住んでい
るガーナ人は 2000 人もいて、日本にとってはガーナというのは、ちょっと遠い国ですけ
ど、ガーナの人は日本のことをよく知っています。
　気候も随分と南と北では違っていて、飛行機に乗って飛んでいくと、南のほうでは雲が
たくさんあって森も見えますが、北のほうに行くとサバンナで全く雲もないです。下に降
りてみると、南のほうは、こんな森林があって、北のほうはサバンナで、食べ物も、南の
ほうではこのキャッサバの芋からつくったお餅のようなものを主食にしていますが、サバ
ンナのほうでは、こういう芋はとれないので、穀物からこれを発酵させてつくったものを
主食にしています。
　これはホロホロ鳥です。ホロホロ鳥もたくさんいます。
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　こちらのガーナ大のカヤン先生と 15年以上も共同研究をしているんですけれども、ガ
ーナといえばもう一つ、これは千円札の人、野口英世さんです。野口先生は、ガーナで黄
熱病の研究をしているときに亡くなったんですね。それで、ガーナ大の医学部には野口記
念の医学研究所があります。ガーナに行って、国立公園で動物の観察や試料採集をしたり、
学生実習などをしています。
　それから、日本へも招聘してセミナーを一緒に行ったり、共同研究したりもしています。
野生動物と在来家畜の多様性や感染症の研究を行っています。
　ガーナには６つの国立公園と 16の保護区があって、たくさんの野生動物がいますけれ
ども、最近、減少が問題になっています。人口が増えて、動物の住む場所がどんどん少な
くなっている感じで、18の哺乳類が絶滅危惧種になっています。また、人と動物の問題
もいろいろ起きていて、作物被害だとか、抗生物質を人が使うことによる耐性菌の発生で
すとか感染症の問題などがあります。
　動物を狩猟して食べることが多いわけですが、それ自体は禁止されていない動物種もた
くさんいるんですけれども、森に人が入って、そして火をつけて動物を追い出してとると
いったような狩猟をすることによって、森がどんどん減っていっています。そのために、
森にすんでいる動物全体が影響を受けて、希少動物が減少する傾向にあります。
　また、最近話題になりましたように、西アフリカでエボラ出血熱の大規模な感染が起き
まして、ガーナは大丈夫だったんですけども、それでも感染症の脅威は十分みんな認識し
たので、野生動物は食べないようにしていきたいと思っているんですね。
　ですが、それ以外に何を食べればいいだろうかということです。ヨーロッパ原産の家畜
は、こうして暑くて乾燥した気候では、なかなか飼育が難しいです。ですから、在来の動
物を家畜化して野生動物に代わるたんぱく源の供給をしたいと、これが野生動物の保全へ
の近道であろうと私たちは考えました。
　そこで、ＪＩＣＡの草の根技術協力の援助を得て、在来家畜の生産向上によるガーナの
食料事情の改善を行っています。家畜の生産を増やすことで野生動物の消費を減らして、
食料保障と自然環境保全を行うという活動です。
　これは、その対象にしているグラスカッター、大型のげっ歯類です。８キロぐらいの大
きさがあって猫よりも大きいネズミという感じです。ネズミを食べるというと、ええっと
日本人は思うかもしれませんけれども、アフリカの広い地域や南米でも食べられていて、
げっ歯類食というのは、特に世界的には珍しいことではないのです。私も食べましたが、
鶏と豚の間ぐらいのあっさりした味で、おいしかったです。
　ガーナ大から留学生を受け入れて、こちらのアデニョさんが遺伝子のマーカーをつくっ
て多様性の解析などをしています。そして、家畜として有益な形質との関連解析をして、
関係する遺伝子を見つけようとしています。例えば、性格についても、順応性というのが、
飼育するときに大事です。不安が少ないということですね、そうした性格についても解析
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しようとしています。
　活動では、調理法とか保存法とかを開発して、グラスカッターの缶詰をつくって長期保
存できるようにしようとしています。またテキストを作成して、農家の方にレクチャーを
したり飼育のサポートをしています。
　また、小学校などで環境保全の授業もします。そして普及する前と後とで生活が、どの
ように変わったかをチェックするために、どのようなものを食べて、どういった収入があ
ってといったような生活調査も行っています。
　こうしたガーナでの活動を通して、振り返って日本の野生動物と人との関係を見るきっ
かけにもなる、いろいろ得られるものがあると考えています。
　まとめますと、研究分野としては野生動物の外から見えない部分を理解しようとして研
究を行っています。情報の活用としては、例として挙げたのが識別、性判別ですとか、多
様性の解析ですとか、性格の解析などです。そして、国際協力としては、アフリカのガー
ナでの野生動物保全の活動を行っています。
　まだまだ野生動物については情報不足の面もあって、たくさんの人たちとの協力で情報
を蓄積していかないといけない部分があります。また、新しいゲノム情報が次々と公開さ
れていっていますし、解析手段も進んでいま
すので、そうした方法を活用して解析を進め
ることで、ヒトの情報だけでは得られない部
分もわかってくると思います。
　野生動物はヒトにはない遺伝子を持ってい
るかもしれませんし、遺伝子を調べることで
行動とか生態とか、それから、なぜ絶滅する
のかといった情報も得られるかもしれないで
す。
　こちらは共同研究者の皆さんです。たくさ
んの方にお世話になっています。私たちのラ
ボは大学院生３人という非常に小規模なんで
すけれども、日本のいろんな大学、それから
海外の大学からも研究者を受け入れていて、
共同研究を進めることができています。
　以上です。ご清聴どうもありがとうござい
ました。
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